
      

　１.伸び率上昇が続いた農協貯金

　2001年度上期の農協貯金の伸び率は，

2001年３月末の前年比2.6％から９月末の

同3.0％へと上昇した。

　利用者別に農協貯金の前年比増減額をみ

ると，一般貯金（農協貯金全体から公金貯

金，金融機関貯金を除いたもの）の増加幅が

拡大した（第１図）。2001年９月末には，貯

金残高は前年比2.11兆円増加したが，一般

貯金の増加額が84.9％と大部分を占めた。

　こうした伸び率上昇の一つの要因とし

て，郵便局定額貯金の満期金の流入をあげ

ることができる。2001年６月に実施した農

協信用事業動向調査でも郵便局からの資金

流入があると回答した農協の割合がかつて

ない高水準となった
（注）
。
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　そこで以下では，農協貯金の動向につい

て，郵貯定額貯金の満期金流入の影響を中

心に分析することにしたい。

　（注）　詳細は，重頭ユカリ「平成13年度第１回農協
信用事業動向調査結果」本誌2001年12月号を参照
のこと。

2001年度上半期の農協貯金動向

資料　郵政事業庁「郵便貯金速報」
（注）1.　2000年度，2001年度上期の満期額，利子課税額，再預入額は実績。
　　2.　2001年度下期，2002年度の満期額は郵政事業庁見込み，それ以外のデータは農中総研推計。
　　3.　農協への流入額は農協貯金残高の対家計金融資産シェアを乗じて算出。
　　4.　2001年度下期，2002年度は2001年６月末の農協貯金残高シェアが継続するものとして流入額を推計している。

第１表　郵便局定額貯金の流出状況
 （単位　兆円，％）

　
2000年度 2001

2002
（推計）

定額満期額（a）

利子課税額（b）

再預入額（定額・定期・通常貯金）（c）

流出額（a－b－c）

うち農協貯金の流入額（推計）

農協貯金の押し上げ効果（％）

農協貯金の対家計金融資産シェア

年度合計

53.47

4.06

32.41

17.00

0.84

1.2

‐

上期

16.84

1.28

10.00

5.57

0.27

0.4

4.9

下期

36.63

2.78

22.41

11.44

0.57

0.8

5.0

年度合計
（推計）

48.00

3.64

28.37

16.00

0.82

1.1

‐

上期

30.55

2.32

18.06

10.18

0.52

0.7

5.1

下期
（推計）

17.45

1.32

10.31

5.81

0.30

0.4

（5.1）

18.00

1.36

10.64

6.00

0.31

0.4

（5.1）

第1図　利用者別農協貯金の前年比増減額

資料　農協残高試算表
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　２．郵貯定額貯金の満期額推移

　2000年４月以降，高金利時に預け入れら

れた郵便局の定額貯金が大量満期を迎えて

いる。満期額の推移を示したのが第２図で

ある。毎月数兆円規模となっており，とく

に2001年７月には10.20兆円の貯金が満期

を迎えている。

　2001年度上期については，満期を迎えた

30.55兆円に対し，定額・定期・通常貯金の

再預入額18.06兆円（59.1％），利子課税額

2.32兆円となっており，それらを差し引い

た10.18兆円（33.3％）が郵貯外に流出した

ことになる（第１表）。

　３．農協貯金への満期金流入額

　それでは農協貯金への流入状況はどのよ

うであったのだろうか。満期金流出額のう

ち家計部門の金融資産残高に占める農協貯

金のシェア分が流入するものとして推計す

ると，2000年度上期から2001年度上期まで

の合計で1.36兆円もの資金が流入したと思

われる（第１表）。

　推計流入額は2000年度下期が0.57兆円，

2001年度上期においても0.52兆円程度あっ

たとみられる。2001年度上期に農協貯金は

1.15兆円増加しており，貯金の増加額の４

割程度が流入分によるものであるとも考え

られる。これにより，2001年度上期は0.7％

程度農協貯金の伸び率を押し上げる効果が

あったと思われる。

　景気低迷等により農家を中心とする家計

所得が伸び悩み，農協貯金の財源が細る中

にあって，満期金の流入は2001年度上期の

農協貯金の増加に大きな影響を与えたとい

えよう。

　４．満期額減少と農協貯金への影響

　郵政事業庁の資料による試算では，満期

額は2001年度下期以降，急速に減少してい

くと見込まれる。

　それに伴い，農協貯金への推計流入額

も，2001年度下期は0.30兆円に，2002年度

は通年で0.31兆円へと大幅に減少するとみ

られる。したがって，農協貯金の押し上げ

効果についても，それぞれ0.4％程度へと低

下すると思われる。

　これまで緩やかな上昇基調が続いた農協

貯金は，2001年11月末（速報値）は伸び率が

3.0％と横ばいになっている。今後は満期金

流入額の減少に伴い，徐々に農協貯金の動

きにも影響が出てくるものと考えられる。

（長谷川晃生・はせがわこうせい）
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第2図　郵便局定額貯金の満期額等推移

資料　郵政事業庁「郵便貯金速報」2000年12月以降は
　　公表資料による。それ以前の満期額以外のデータは
　　公表資料をもとに農中総研推計。
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